











































簡、詩稿、帳簿 メモ、日記等は基本的に毛筆で書か いる。これらの書は今日 書法作品と見なされ博物館に収蔵され り オークション会社によって競売されることもある。こ よう 現状は、古人 書き残 たあらゆる文字は「書法」であって、日常的書写活動の産物であって 法活動と見なされ、また文人は 々 を実践し「 法を創作」していたのだ という印象すらもたらそう。本論 は、清代晩期官僚 あらゆる日常 な書写活動を論じるわけではなく、例えば対聯や扇面 いった比較的鑑賞性 強 分野書を重視していく。これは問題を論じるにあたっての便宜 対応 る。
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さて、清代晩期官僚の日常的な書法活動は、 「練習」 「自娯」 「応酬」の三
種に分けるこ が きる。 「練習」とは、 古代の碑帖を臨 するこ を指し、自らの創作的な書法 芸術水準 高め ためになされる。 「自娯」とは、書いた文字に美を見出し、愉悦を得 ことを言 。また「応酬」とは、様々な社会の場面に応じて書作すること 指す ただし、実際の書法活動で このような明確な区分がつ られないことも往々にある。 「練習」と「自娯」には重複する部分があり、 また、 「練習」を経て完成 書は人に贈られ 応酬」書となる。しかし がら こう 分類を設け は、清代晩期官僚が書いた応酬書の数量や使用範囲 社会的機能を解明す につながり、また彼らの純粋な芸術活動についての正しい理解を得ることにもなる ろう。以下、主に「練習」と「応酬」か 論 いく にしたい　　
一、日課としての習字、および関連する活動









































































激務の合間をぬっ 習字の時間を捻出 たのであろう。習字 は曽、李の両氏にとって、芸術面の精進というだけでなく精神の修練でもあり、専心注意して練習し、自己を律することでもあっ　
系統的な臨書以外に、曽国藩はしばしば手本から離れた自由な揮毫も行っ



















































































































































































































の日記には同様の記述が多く見られ、これらは理学思想 深い影響が反映されたものといえよ 。彼は書法もまた、内省の対象 して記録してい のである。　
翁同龢の日記にも、彼の学書に対する心得がしばしば記されている。同治





















う。ここに引用した三箇所には「悟る」という語が用いられているが、それは習字とは書芸の真理や悟りを体得していく過程であると う翁同龢の考えが反映されている であろう。翁同龢 すでに書法に熟達して たにもかかわらず、初学者のよう 勤勉に取り組んでいるのである。　
以上、引用してきた記述より、清代晩期の官僚にとって習字とは審美の追
















































扇面が応酬書法の主要な二形式であっ こ がわかる。明らかな贋作 さておき、近年の中国大陸のオークション会社 出品されて る書作品を検索すると、清代晩期 官僚
（曽国藩、左宗棠、郭嵩燾、李鴻章、沈葆楨、翁同龢、



































































































































































用されていた。芸術作品として鑑賞するだけでな 冠婚葬祭の際 は対聯が用いら た。ある一官僚によれば、親しい同僚の母親の誕生日には寿聯書き、友人の子が結婚すれば喜聯を書き 族が逝去すれば挽幛や、時加えて挽聯を書いたと う 光緒十八年
（一八九二）
夏、李鴻章の後妻であ













































































































































を模索するようになった。本章では、 （一） 書写内容の準備、 （二）
本文と落款を別に書写する、 （三）墨汁の購入と墨磨り機の製造、 （四）代筆の依頼、 いう各方面から検討してみたい。（一）書写内容の準備　
書法とは基本的に文字を扱う芸術であるため、書写量が増えればそれだけ














準備する対偶句 ある時は自撰 もしれないが、多く 場合は既成の句や、また他人の句を集めたものであろう 冠婚葬祭に関わる対聯は がある程度決 っており限定的であるが、観賞用 はそ 限りで い。　
清代晩期官僚の多くは対聯 制 に長じていたが、これは長期に及ぶ訓練
の結果と言える。旧時 文人はみな詩作の心得があり 七律 五律 中に

































































































































































































。大字の揮毫は大量 墨を消費するが、そうした時は 童 代わりに墨を










とともに廠の東 赴き得 閣にて墨汁を買った。店主は謝吉暉といい 名嵩梁、湖南人である。著作 『今文房四譜』があり、紙墨の性質につ てとても詳しく論じる。墨汁の価格は二千泉から十両に至る。 「雲頭豔」という





































































































































な活動であったことがわかる。楊葆光は龍遊・新昌の知県を務めたがその地位は決して高くはない。なお、彼の日記 記され 扇対 数量はかなり正確であったと考えられる。彼の書画の評判は当 においては高か たであろうが、彼の扇対の書写量は前述の高級官僚には遥か 及ばない。つまり、人口の増長の速度に比例 官や著名な 家 書写量が えるとは限らということになる。す わち、人口が五パーセント増加したら、著名な書法家の書写量は五パーセントをはるかに超えて増える である。 なぜなら、 人々は評判 高 書法家や高官官僚 を求め のが常であるためである。　
一日に百余りの対聯を書いていた何紹基を例に挙げてみよう。銭松氏の考




く合致する。在京の官僚が書を大量に書く は、都にいる書法を愛好す 官僚からのみならず、各 方から都にきた官僚 人士や子弟らも中央 僚 書を求めたためであ 何紹基は福建、貴州、広東 郷試を主管したが















































た呉大澂は痔疾の悪化のため武進の盂河 医者にかかっている。道 で甥当たる 訥士
（大根の子）
に宛てた手紙には「荷物の中には小さな対聯が一









































































数量的にも下から上へ 移動を遥かに超えるとみてよ ろう。いわゆる「上から下へ」というモデルは、官階の高い人から低 人々へ 、 名の高い人から低い人 と書法が移動することを指す。よって、こ 両者が結びつ た能書の官僚は膨大な量の書を書くというこ なるの る。　
上から下への移動の例は枚挙に遑がないわけだが、清代晩期の李鴻章の例









































































































スペース 必要とし 十あまりの大字と上下 落款を合わせるとかなり広い空間を占めることになろう。もし、絵画であれば梅蘭竹菊などを画題 して大写意画 描くことで、かなり短時間 大サイズの作品を完成 せるこ が可能になる。ただし、それでも対聯を書くほどには速 書けな であろう。また、主要 客 に掛け ものは芸術品で ると同時に、道徳的 訓戒 色彩を帯びることが常である。対聯 あれば文字 助けに りこ 要件 満たすことができ 。対聯は主 楷書や行楷 隷書 篆 などで書か が、章



























































晩期より踏襲され続けたのであろう。一人の文人はかなり多くの扇子を所有していたと考えられる。清代晩期における扇面 使用量は対聯には及ばないかも れないが、 日常生活中の贈物としてかなり普及 ていたことがわかる。　
扇子は優雅であり書画に適した物であるが、対聯に比べ、扇子への揮毫は








































収入は決して高くはなく、応酬書の依頼は多い。たとえ各種の贈物があったとしても、李慈銘の生活は裕福とは言えなかったであろう。時には借金 追われる日さえもあり、かなり逼迫していたようである。しかし、それでもなお書を売って を得たという記録は見ら ない。 李慈銘の書が売るに足らないものかというと、そうで い。一般に 文 たちは書法 研鑽を積んで り、一定の技倆 備え る。現存する李慈銘の墨跡をみれば、彼の書が特に出色の出来とは わな までも、優れたものであることは否定できまい。さら 、彼は京師で高 文学的名声を得ており、彼の書もま 名人の墨跡と目されていたはずである。　
先にあげた楊葆光の『訂頑日程』の日記中にも、彼の日々の収入と支出が









































































































示し、書を売ることにより現れる問題について検討 いきたい。日常生活において書法は頻繁に使用されるようになり、寿聯や挽聯などは特定の場面において必須の贈物となった。この場合に贈られ 書は売らないだけ なく、対聯とともに寿礼や香典として銀も送らなけ ばなら 。 は、なぜ寿序や墓誌の撰文には潤筆料が支払われたのだろ か。寿序 誕生日に人を招いて撰述してもらい、そこで潤筆料を払う。門生は師 礼物とし 寿序を書き祝杯を挙げるが、金銭を受け取ることはない 友人同士 場合 序は寿礼とされ、代金はとらな 。しかしながら、墓誌の撰文者に対しては潤筆料が払われる。文章を書くことは書の揮毫よりも時間がかかるとい 点は大きな相違点ではあろう。 しかし、 日常 応酬 法の量がこ ほど増大した時、これらの代金をどのように一つ一つ徴収できようか。もし 官僚が書を売るのであ ば、その料金基準をどのように定める あろう。官階 高
低や書法水準の上下によればよいのだろうか。一品の官僚の潤格は二品より高くするとでもいうのであろうか。　
書写の実用性と必要性もまた書が売買されることに適さない原因の一つで
あろう。ここには二つの問題がある。一つは、本論で最初から指摘してきた現象であるが、書写 日常生活で欠くことのできない交流の道具である。文人らの書簡や詩稿 帳簿、薬の処方箋、メモや記録、日記などすべては毛筆が用い れた。日常の書と創作的な書も筆記具は全く同じであり、実用と芸術の境界が曖昧なのである。 と絵画 異なる点は、まさに日常での必需性にあろう。絵画が廟堂を装飾するように、一面では実用性もあるが 一般人ひいては文人にとって、絵画は日常生活中で毎日必要なものとはいえな 。一方、文字の使用は不可欠である。文字を かなければ、一帝国の政府組織が有効に運行される術 な 。同様に、医者が処方箋を出さ ければ 病人は薬を手に入れることもでき 書名 高い文人らの日記によれば 処方箋までもみな収蔵価値と市場価値のある「芸術品」にもなりうるとあり、文人らがひとたび筆を動かせば書法 「創作」に と う もし が徹底的に商業化されてしまえば、処方箋を書いても 法料金を徴収でき いう事態も起こりうる。二つ目 は 書法に長じた文人は長年の練習 経てようやく深い造詣を得るに至るのであるが、通常、一件の書法作品 かなり敏捷に揮毫される。書 求め 人にとって 巨大な 編作品でない限り、自分の求めている作品がそれほど揮毫者 負担にはなっていな よう 感じられるのかもしれない。一副の対聯を求め も、大筆を振るうわけではなく、十数文字を書く程度であり、どれほどの時間がかかろう と思われてしまう。しかし、実際には書作依頼が殺到する状況下 あ 人らの負担は非常に重くの かかっていたのであ








































































































金を払ったのかは不明であ が、宿屋が彼に住む場所と諸々のサービスを提供したことは疑いない。店からのサービスを先 受けた手前、こ 種 索求を翁同龢は断れなくなった であろう。これは 一種 交換 もみなすことができる。　
索求は誰かを仲介して書を求めるのが常であるが、書を求める人が書者と
知り合いでないこともありうる。先述の通り呉承潞は呉大澂に仲介を頼ん李鴻章の書を求めていた。間接的 索求者が遠方に住むため即座 返礼できない場合は仲介人 お礼を準備することと り、索求者は仲介人へ 義理を欠くことになる。仲介人が代求を引き受けて れるか、また どのように代求するか、それが実現できるか否かは仲介人 書者 関係 密接度合 にかかってい 。さら 誰の代わりに求め のかとい 点も重要だ 相手に金銭を払って物を買うわけではないので、書者は索求のすべ に応じる必要もな




いのである。呉大澂が呉承潞に宛てた手紙の中で李鴻章の様子について「書を求めるものが引きも切らず、束がうず かく積み上がっている。彼の墨宝を求めるのは難しそうだ」 と書いているのも、 こ ような理由によるだろう。　
ただし、特殊な「礼品経済」として「索書」の現象を描写することは、こ


































つて書を売った 都市上海にやってきて、 潤例を掲げて書を売った。 しかし、
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図書館蔵稿本）にも、臨帖の記述は多く見られ、彼は漢 唐の楷書 ていたことがわかる。日々の学書の記録が残されているわけではないが、彼が書法を酷愛し日課 していたことを推測させる。









































































































李鴻章『李鴻章全集』第三十五冊（合肥、 安徽教育出版社、 二〇〇七年 三九一頁） 。
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「刑」字を三十習い、 扇子一柄を書き、 しばらく墨を磨る。 （ 『曽




























































· 家書』 （長沙、嶽麓書社、一九八七年、一五七頁） 。この例
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は『孟子』尽心篇下「孟子曰、 梓匠輪輿、 能与人規矩、 不能使人巧。 （孟
子曰はく、梓匠輪輿 能く人に規矩を与うるも、人をして巧みならしむること能はず） 」が出典。 「梓匠輪輿」は、 木工や車大工のこと、 「規矩」はコンパスとさしがね。木工や車大工は人にコンパスやさしがねの使い方を教えることはできても、その腕









































418.indb   269 16/02/26   10:21
